
められています。 

（２）社会的な背景 

 今日、テレビ、携帯電話、インターネット等のさまざまな情報メディアの発達・普及な

どにより、子どもの余暇時間の過ごし方の多様化、さらには幼児期からの家族等による読

書習慣の未形成などから子どもの「読書離れ」が指摘されています。 

  平成１８年度（２００６年度）生活実態調査２によると、松江市では家庭でテレビを見た

りマンガを読んで過ごす子どもたちが９０％おり、特に、第２図のように平日のテレビ視

聴時間が３時間を超える小学生は２４％、中学生は２１％と高率です。また、子どもの頃

に家庭で絵本を読んでもらった記憶のない子どもたちが、小学４年生、中学３年生でそれ

ぞれ約２０％います。 

第2図　松江･島根の一日にテレビを見る時間
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  第６０回読書世論調査３（２００６年）によると、絵本と触れる機会の多かった子ども 

ほど、大人になっても「もっと本や雑誌が読みたい」と思い、本好きになるようです。子

どもが絵本に触れる頻度は、親のかかわり方が大きく影響しているようです。 

  読書活動について小学生・中学生・高校生の７０％～８０％が、「知らなかったことが

わかった」、「本を読むことは楽しい」、「現実とは別の世界を楽しめる」などの効用を

述べています。さらに、７割以上の児童・生徒が、本を読むことで自分自身が変わったと

認識しています。 

 子どもが読書を通してさまざまな生き方や考え方に触れ、そこから多くの示唆を得るこ

とができる読書環境を、家庭をはじめ社会全体で整えることが、次世代を担う人材を育成

する上で大変重要であると思われます。 
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第２節 計画の基本的な考え方           

 (１) 計画の目的                      

 子どもが、のびのびと明るく成長することは誰もが願うことであり、子どもの人格を形

成する上で読書が、大切な役割を担うことも誰もが知るところです。 

  幼い子どもは、大人が読んで語る言葉に聞く楽しさを味わい、言葉が大好きになります。

やがて文字を自分で読む力がつくと、書物のなかに込められている言葉の世界に入りこみ、

読書をする喜びを身につけます。また、読書は子どもたちの情報活用能力を育成する活動

でもあります。 

  大人は、子どもが「読書を楽しむ」きっかけをつくるとともに、子どもが「自ら進んで

本を読みたくなる」環境を、家庭・学校・地域など社会全体で整える必要があります。 

 本計画は、松江市の実状を踏まえながら、「あらゆる機会あらゆる場所」で、子どもた

ちが自主的に読書活動を行えるよう環境を整備し、総合的かつ計画的な施策の推進を目的

として策定します。 

 

（２） 計画の性格 

 松江市子ども読書活動推進計画は、『子ども読書活動の推進に関する法律』４第９条第２

項の規定に基づき策定する計画です。 また、『松江市総合計画』５、『松江市学校教育プ

ラン』６、『松江市次世代育成支援行動計画』７、『新・松江市図書館ネットワーク整備プ

ラン』８を受けて、具体的に実行する計画でもあります。 

 

（３） 計画の視点                        

 本計画の目的を達成するため、次の３つを基本的な理念（Ｐ１参照）として掲げ、子ど

もの読書活動を総合的に推進します。 

 

①「子どもの成長にあった読書活動の推進」 

   子どもの発達段階に応じて、早い時期から読書の楽しさ、読書の大切さを知り、自ら

進んで読書に親しめる雰囲気づくりが重要です。特に、就学前の段階では、家の中に読

書に親しめる環境をつくるとともに、手の届くところにいつでも本があることが大切で

す。 

方 策  

  家庭、学校、地域が、それぞれの立場から子どもの読書活動の意義、重要性について
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広報や啓発に努めます。 

  家庭、学校、地域で、子どもがいつでもどこでも、自ら読書に親しめる環境を整備し

ます。 

 

②「家庭、学校、地域が連携した子どもの読書活動」 

  新松江市の各地域性を考慮しながら、市民全体で支え、すべての大人がともに手を携

えながら、市全域にわたる子どもの読書活動を推進することが必要です。 

方 策  

  子どもの読書活動に関わる学校、図書館などの関係機関や市民団体、書店等が緊密に

連携し、相互に協力し合う取り組みを進めます。情報交換、交流などを通して、松江市

全域が一体となって読書活動を推進できる体制づくりに努めます。 

 

③「子どもの読書活動を支える人材の育成」 

  子どもが意欲的に読書活動を行うようになるためには、市民の読書に対する理解や関

心とともに、各施設を支える質の高い人材の育成が大切です。 

方 策  

   市民との協働により、市立図書館、公民館、保育所（園）・幼稚園・学校の図書ボラ

ンティアや読み聞かせ・おはなし会等のボランティアなどの人材を育てるとともに、学

校図書館を支える学校図書館司書＊の配置にも努めます。 

 

（４）数値目標 

 この計画を推進し、その状況を把握し、今後の活動の指針とする目標として、以下の目

標数値を設定します。数値による目標の設定が困難な内容については、各施策の中で説明 

をします。 

 ①学校図書館への専任司書の配置 

   小学校 平成１９年度１１校 → 平成２１年度 全校／３３校中 

   中学校 平成１９年度 ０校 → 平成２４年度 ８校／１５校中 

 

   ＊学校図書館司書：学校図書館の業務に携わる職員で、図書の整理や貸出などを行います。 
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 ②児童生徒の１か月の学校図書平均貸出冊数 

   小学校 平成１９年度 ２．６冊 → 平成２４年度 ３．０冊 

   中学校 平成１９年度  －   → 平成２４年度 １．５冊 

   （１９年度の小学校の平均値は司書配置校１１校の平均値、中学校には１９年度 

    司書配置がされていないためデータがありません。） 

 ③ブックモービル 

       平成２０年度  １台を配置 

 ④市立図書館蔵書冊数 

  全体     平成１９年度 約３１万冊 → 平成２４年度 約３４万冊 

  うち児童書  平成１９年度 約６万冊  → 平成２４年度 約７万冊 

 ⑤市立図書館貸出冊数 

  全体     平成１９年度 約５１万冊  → 平成２４年度 約５５万冊 

  うち児童書  平成１９年度 約２１万冊  → 平成２４年度 約２５万冊 

 

（５）計画の期間                       

 計画の期間は、平成２０年（２００８年）度から平成２４年（２０１２年）度までの５

年間とし、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

（６）計画の対象                      

 計画の対象は、おおむね１８歳以下のすべての子どもです。 

 また、本計画では家庭・地域・学校などの市民及び諸団体も対象とします。 
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第２章 子どもの読書活動推進のための方策 

第１節 家庭・地域における取り組み 
（１）家庭における取り組み 

 現状と課題 

家庭は、子どもが親や家族との愛情によるきずなを培い、人に対する基本的な信頼感

や倫理観、そして価値観や自立心などを身につけていく最も基本的な場所です。特に乳

幼児期の保護者の関わりや遊びの体験は、子どもの成長に役立つだけでなく、人格形成

や生きていく上で必要な知識・知恵の習得に大きな影響を与えます。 

子どもを取り巻く生活環境は、年々大きく変わってきました。家庭での子どもの過ご

し方も、情報機器の利用や塾・習い事等が増える一方で、家族と触れあう時間や読書に

親しむ機会等が減少しています。 

昭和６０年（１９８５年）と平成１７年（２００５年）の松江市の女性年齢別就業 

率９を比較しますと、第３図のように２５歳から３４歳までの年代が増えており、特に

３０～３４歳では、この２０年間に２８．０％から７３．０％に達しています。 

第３図 女性の年齢別就業率 
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また、松江市の幼児の入所・入園状況１０は、平成１２年（２０００年）は幼稚園２２．

６％、保育所２９．５％であったのが、平成１９年には幼稚園２０．１％、保育所４５．

９％と、保育所（園）への入所（園）率が増加しています。逆に、入所（園）せず在家

庭の幼児は、平成１２年の４７％から、平成１９年には３４％に低下しています。 

更に放課後の居場所でもある児童クラブは、第４図のように約４人に１人の児童が利 

用しています。これらの結果から、学齢前・学齢期ともに子育てを家庭以外のところが 

7 



担う傾向にあります。 

     第４図   松江市の放課後児童クラブの入会児童数の推移 
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また、１８歳未満の子どもがいる世帯の家族形態は第５図のように、平成１７年度（２

００５年度）には「夫婦と子」「ひとり親と子」の世帯が６７．９％と核家族化が進行

しています。そのため、祖父母やその他の家族等に子育ての一部分を頼ることが出来に

くくなっています。 

     第 5 図   家族類型別世帯数の推移 
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これらのことから、子どもの教育を家族全体で支えるという「家庭の教育力」の低下

が、松江市でも拡大していることが推察されます。 

子どもの読書活動については、約２０％の小・中学生が、家庭での読み聞かせの記憶

がないという実態や、月に１冊も本を読まない子どもの割合が小学生で７％、中学生で 

１０％（平成１８年度（２００６年度）調査）という結果から、一定の割合の子どもた

ちが、「本を読む」「本に親しむ」機会が少なかったと思われます。 

松江市の小学生で３８．５％、中学生で５７．５％の子どもたちが自宅でコンピュー
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タを使ってインターネットを活用しています。インターネットやゲームなどのメディア

に簡単に触れることにより、子どもにとって最も大切な実体験（自然体験や人間関係の

体験）の機会が奪われることは、子どもの発達のうえで大変深刻な問題です。子どもた

ちを読書に導くことと併せ、家庭はもちろん教師が、子どもたちをメディアから引き離

す努力（子どもへのメディアの害の説明や、「ノーゲームデー」などへの取り組み等）

も必要です。 

松江市教育委員会では、平成１９年（２００７年）１１月から市内すべての小中学校、

幼稚園で「ノーテレビ・ノーゲーム」運動の取り組みを始めました。 

子どもの読書活動推進のため、松江市では４か月児健診において、おすすめ絵本リス

トの配布や、市立図書館からの配本を活用した保育士による読み聞かせ等を行っていま

す。また市立図書館では、毎週絵本の読み聞かせや紙芝居（おはなしの会＊）、ボランテ

ィアによるストーリーテリング＊（月３～４回）により、親子で参加する機会を提供す

るとともに、読み聞かせの大切さや、おすすめ絵本等の紹介を行っています。 

子どもたちにとって、家庭で赤ちゃんの時から、絵本を読んでもらうこと、絵本に親

しめる環境を整えていくことが必要ですが、全ての家庭がそのような環境にある訳では

なく、家庭によって、親の子どもへの接し方にかなりの差があることは大きな課題です。 

また、子どもが家庭で本と出会える環境づくりも大切です。まず、身近な親が絵本に

興味・関心を持ち、子どもに積極的に働きかける必要があります。とりわけ核家族化の

進む中で、家庭に絵本を読んでやる大人（特に祖父母）がいない場合はなおさらです。 

家庭に絵本があることは、買った絵本をいつでも手に取ることができるし、図書館や

公民館で借りればたくさんの絵本に出会い、親と子どもに限らず、地域の大人たちも絵

本への興味・関心が高まると思われます。絵本を通じて子どもの喜びに接した親が、子

育ての楽しさを実感すると、更なる読書への取り組みにつながり、家庭での読書習慣の

定着へと発展します。 

今日、テレビやゲーム等を楽しむ子どもが増えてきている状況や、家庭の教育力の低

下のなかで、子どもに読書の喜びや楽しみを実感させて読書の習慣化を図るためには、 

地域の大人と連携しながら、保護者の不断の努力と意識改革が大きな課題です。 

＊おはなしの会：市立図書館で毎週木曜日、子どもたちに本の楽しさを伝えるために、絵本の読み聞かせや 

 紙芝居をボランティアの協力で行っている会です。 

＊ストーリーテリング：本を読むのではなく、語り手が物語を覚えて、聞き手に向かって語りかけるもので 

 す。単に「お話」ともいいます。「語り手」はお話をするひとのことです。 
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①家族全員で読書の習慣化 

施策 

子どもの教育を家族全体で支えるという「家庭の教育力」が低下するなかで、親が進 

んで読書に親しみ、子どもの周囲に常に本がある環境づくりを進めます。さらに、子ど

もには小さい頃から数多くの読み聞かせを行い、子どもと共通の「読書の時間」を設け

ながら、家族で読書の習慣化ができるように図ります。特に、就学児童には「ノーテレ

ビ・ノーゲーム」運動を推進するなかで、家庭で読書する機会を設けるよう努めます。 

②家庭に絵本のある環境づくり   

乳幼児期に子どもと保護者が絵本に出会い、絵本を介し楽しいひとときをもつよう、

４か月児健診での絵本の読み聞かせ啓発活動等の推進を図ります。また、「プレパパ・

プレママ教室＊」の機会を利用して、家庭に一冊の絵本がある環境をつくることの大切

さを伝えるとともに、子どもに上手な絵本の手渡し方、対象年齢別の本のリストなど

を提供することで、その後のより良い絵本の選定に生かされるよう努めます。 

③親にむけた講習会等の充実      
親を対象とした家庭教育推進に向け、読み聞かせの大切さを伝える講座の開催や、

子育て支援の一環としての相談事業、乳幼児健診の場など様々な機会をとらえて、学

齢前からの読書活動の推進を図ります。 

さらに、地域の大人や高齢者には、読み聞かせへの参加とともに、絵本・本の紹介、

読み聞かせに関する講習会等への出席を図ります。 

 

20 21 22 23 24

読み聞かせ講習会等の開催

健康推進課

調査
検討

実施 市立図書館

推進主体
目標年度

継続

継続

施策・事業（取り組み）

継続

市立図書館

指導課

４か月児健診時に保育士による読み聞か
せの実施

継続おはなしの会等の実施

「ノーテレビ・ノーゲーム」運動の推進

４か月児健診時に、おすすめ絵本リスト
の配布

 

 

 

   ＊プレパパ・プレママ教室：初めて妊娠された方やその家族の子育てに対する不安を軽減するための教室です。 
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（２）公民館等における取り組み 

現状と課題  

親や大人を本好きにするには、地域の人たちとの連携と協力が必要ですが、その点で、

公民館の図書室は最も身近で活用しやすい位置にあります。図書館へは遠くて気軽に行

けない場合でも、公民館は小さい子ども達を連れて出かけやすい環境にあります。 

松江市の公民館は、旧松江市域では２１公民館、旧町村域では公民館や地区館・分館

が設置されています。これらのほとんどの公民館に図書室が整備されていますが、面積

（１３～７８㎡）、蔵書規模（３００～１２，０００冊）や蔵書管理の方法は館によっ

て大きく異なっています。 

   公民館図書室の状況 （旧松江市２１館・旧町村７館） 

面 積 50 ㎡以下 50 ㎡以上

館 数 20 8 

 

蔵書数 ～１０００冊 ～５０００冊 ～１００００冊 １００００冊以上 

館 数 2 20 4 2 

公民館図書室の蔵書構成は、児童書が主体であることから、定期的に小学校の児童が

利用する機会を設けているところもあり、児童の利用頻度が高いのが特徴です。図書室 

の運営は、司書や地域住民のボランティアによるものなど様々であり、中にはコンピュ

ータで管理している公民館もあります。 

また、館によっては、子育て支援センターが併設されているところもあり、読み聞か

せ等の活動への取り組みも含めて、地域ごと公民館ごとに異なっています。 

上記のように、公民館の読書環境には大きな違いがあるので、館によっては一層の環

境整備とともに、地域に密着した公民館として、近隣の学校図書館や市立図書館との積

極的な連携が必要です。 

  施策 

  ①公民館図書室の活用と資料の整備 

公民館における読書活動推進のためには、図書室の環境整備と資料の充実が欠かせま

せん。ただし、公民館の予算には限界があることから、地域の保育所（園）、幼稚園、 

小学校、市立図書館との連携を強化し、市立図書館から配本を行うなど、閲覧資料の充

実や住民への貸借サービス等を図ります。 
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  ②子どもや親への啓発 

子どもに対しては、乳幼児教室のボランティアや親による読み聞かせ、さらにストー

リーテリング＊等を地域性に考慮しながら引き続き行います。親に対しては、乳幼児教 

室や乳幼児健診、お便り配布等を利用して、絵本の紹介や読み聞かせについて周知する

などの啓発を進めます。 

  ③世代間交流のできる講習・講演会の開催 

地域の大人や高齢者を対象に読み聞かせ、絵本や本の紹介についての講習会や講演会

を開催します。その成果として、高齢者が公民館の図書室で子どもたちに読み聞かせ

を行うなど世代間交流の促進を図ります。 

 

20 21 22 23 24
施策・事業（取り組み）

目標年度
推進主体

各公民館

高齢者の読み聞かせによる世代間交流の
促進

保育所、幼稚園、小学校、市立図書館と
の連携

市立図書館の配本事業の活用

拡充

継続

拡充

拡充

拡充

各公民館
市立図書館

ボランティアによる読み聞かせ等の実施

読み聞かせや絵本についての講習会等の
開催

 

（３）子育て支援センターの取り組み 

現状と課題  

松江市には、子育て支援センター「あいあい」のほかに地域の子育て支援センター等が

７箇所あり、年間約７万７千人の子育て支援活動を行っています。それぞれの施設におけ

る乳幼児の読書活動は、パネルシアター・エプロンシアター＊、絵本の貸出、読み聞かせ

の他、絵本に関する講演会等の取り組みを行っています。 

「あいあい」には、約６００冊の絵本・大人向け図書の蔵書があり、来所した親子が 

自由に絵本や図書を手にとってみることができ、一人２冊まで、１週間の貸し出しを行 

   ＊ストーリーテリング：Ｐ９参照 

＊パネルシアター・エプロンシアター：パネルシアターは、歌やお話を楽しむ貼り絵のお芝居のようなもの 

で、布を巻いた板（パネルボード）に専用の紙（不織布）で作った人形や絵を貼り、お話を進めていきま 

す。エプロンシアターは、エプロンが舞台の人形劇のようなもので、エプロンに取り外し自由な人形や小 

道具、たくさんの仕掛けがついています。 
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っています。毎月１回は「親子で絵本を楽しむ会」を開催していますが、市民への周知・

ピーアールが必ずしも十分ではありません。また、地域の子育て支援センターでは絵本

コーナーを設け、様々な方法で絵本の読み聞かせ等の取り組みを行っています。 

施策  

①子育て支援センターの読書環境づくり 

図書購入にあたっては、赤ちゃん絵本、幼年童話など子どもの発達段階に応じた選書

に努めるとともに、子どもが親しみやすい環境づくりに努めます。また、図書のみに限

らず、布の絵本＊やパネルシアター＊等多様な資料の充実を図ります。 

 ②「子育て支援センターだより」の発信 

「子育て支援センターだより」を通じて、絵本の読み聞かせ特集や「絵本の読み方楽

しみ方」講座の紹介とともに、乳幼児をもつ保護者には絵本や読み聞かせ等の意義につ

いて、恒常的な情報の提供に努めます。 

また、子育て支援センター及び市立図書館との連携を図るとともに、情報交換や研修

会等を通して、支援センタースタッフの資質の向上に努めます。 

 

20 21 22 23 24

子育て支援センター

市立図書館

施策・事業（取り組み）
目標年度

推進主体

子育て支援センター

「子育て支援センターだより」の発信等
による情報提供

市立図書館との連携や職員の資質の向上

絵本の貸出、読み聞かせや絵本に関する
講演会の実施

絵本などの資料の充実

親子で絵本を楽しむ会の開催

継続

継続

継続

継続

調査
検討

実施

 

（４）児童クラブにおける取り組み 

現状と課題  

児童クラブは、学習を終えた後の開放感を味わい、異年齢も含む幅広い子どもの交流 

 

＊布の絵本：アップリケをした布地に、マジックテープやスナップを使って、絵をとめたり、はずしたりし 

て絵を動かして遊ぶ絵本。布のやわらかさ、温かさ、優しさと手作りのよさを持っています。 

＊パネルシアター：P１２参照 

 

13 



が行われ、楽しい一時を過ごす場所です。松江市の小学１年から３年の全児童のうち約

４分の 1（平成１９年度）が入会しており、放課後の一定時間帯を家庭に代わる居場所

として大変重要な役割を担っています。児童クラブでは、子どもの自由活動を大切にす

るため、一律に全員に読み聞かせをするということは困難ですが、市立図書館では各ク

ラブに図書の配本を行っています。施設によってはスペースが狭く、指導員数が限られ

ていることから、読書活動の推進を拡大することは困難が多いと思われます。 

施策  

 ①児童クラブで市立図書館の配本を活用 

  児童クラブでは、市立図書館が実施している「配本事業＊」を継続していきます。子

どもたちの手の届くところに本があるという環境をつくることで、読書への興味関心が

高まるよう図ります。 

 ②学校の長期休業日に読み聞かせ 

  日々の保育の中で読み聞かせを希望する子どもや、長期の休み期間中など、子どもの

活動に余裕がある時を利用して、ボランティア等の支援による読み聞かせなどの活動を

通して読書の習慣化の推進に努めます。 

 

20 21 22 23 24

各児童クラブ

市立図書館

推進主体

各児童クラブ

市立図書館の配本事業の活用

読書の習慣化の推進

施策・事業（取り組み）

調査
検討

実施

継続

目標年度

 
（５）書店の取り組み 

 

市内の代表的な書店では、店頭の児童書コーナーで、月１回店のスタッフとボランテ 
現状と課題 

ィアが、不特定多数を対象とした絵本や紙芝居の読み聞かせを実施しています。 

 

（６）読書活動推進に向けたボランティアの育成 

 

地域の読書活動の拠点としての公民館では、人数に差があるものの市民ボランティア 
現状と課題 

 

＊配本事業：市立図書館の図書資料を、児童クラブ、保育所、幼稚園、公民館等に毎月１回、宅配便で配送 

している事業です。 
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が、図書室の運営や絵本の読み聞かせ、ストーリーテリング＊等に参加しています。ま 

た、子育て支援センターに登録されている自主サークルのメンバーが、親子リズム遊び

や絵本の読み聞かせ、紙芝居、工作等を支援している児童クラブもあります。 

公民館によって施設等の環境が異なっているため、読書活動推進のためのボランティ 

ア育成を一律に行うことは困難であると考えられます。まず、各施設や地域でどのよう

なボランティア活動が行われているかを把握したうえで、学校、地域住民、市立図書館

等と連携しながら、それぞれの活動に即したボランティアの人材育成を目指す必要があ

ります。特に、ボランティアの参加者は、子どもたちとの異年齢交流を進めるためにも、

若者から高齢者まで幅広く登録していくことが必要です。 

施策  

  ①読み聞かせボランティアの研修 

すでにボランティアを実践している人、例えば読み聞かせ実践者等には、子どもの

心を揺さぶる質の高い本や絵本を知る研修、読み聞かせ技術向上のための研修の開催

に努めます。また公民館等で図書室の運営に当っている人たちには、市立図書館から

講師を派遣するなどして、資料の管理（装備、修理、配架等）や図書室の環境改善等

の研修に努めます。 

  ②新たなボランティアの育成 

松江市内の各地域や公共施設等で読書活動を推進するためには、異年齢を含む多数

のボランティア育成が必要です。そのために、各地域やそれぞれの施設等に来館する

人に読書活動ボランティアの参加を呼びかけるとともに、実践者の充実した活動を見

学してもらうなど、実践を通じてボランティアに参加した充実感を味わってもらえる

ような研修の機会の提供を図ります。 

また、市民にも繰り返し読書活動に関するボランティア活動の紹介に努めます。 

20 21 22 23 24
施策・事業（取り組み）

目標年度
推進主体

各公民館
市立図書館

資料管理等の研修の実施

ボランティア育成の研修の実施

調査
検討

実施

調査
検討

実施

 
 

 

＊ストーリーテリング：Ｐ９参照 
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（７）読書活動情報の提供 

  現状と課題 

子どもの読書活動に関する情報は、市立図書館や保育所（園）・幼稚園、小学校・中

学校、公民館、児童クラブ、子育て支援センター等から、いろいろな機会を通じて家庭

や地域に提供されています。これらの情報については、それぞれの組織ごとに発信され

ており、市域全体で一体的、系統的に提供できていないのが実態です。 

子どもの読書活動の推進のためには、子どもの年齢や発達段階に応じた情報の提供が

必要です。特に、子どもの読書活動のスタート期にある乳児をもつ親にとって、読み聞

かせや研修等の取り組みの情報がなかなか届きにくいようです。子どもの周りの大人た

ちに、読書活動に関する情報をきちんと届けるための拠点づくりと体制作りが必要です。 

施策  

  ①市立図書館を核とした情報発信 

市立図書館が中心となって、生涯学習課、教育総務課、指導課、子育て課、子育て支

援センター等と連携し、子どもの読書活動に取り組む団体等への情報提供を依頼すると

ともに、収集した情報をホームページやチラシ、市報等を利用して、広く市民に発信す

る環境づくりに努めます。 

  ②乳幼児健診などを利用した情報発信 

子育て中の親には、乳幼児健診、子育て支援センター訪問、保育所の退所時などを利

用して、本の大切さ、読み聞かせの大切さ等を伝えるとともに、「読書活動に関わるお

便り」等の情報提供に努めます。 

 

20 21 22 23 24

教育総務課・指導課

生涯学習課・子育て課

市立図書館

健康推進課・子育て課

子育て支援センター

推進主体

継続

調査
検討

実施

目標年度

読書活動に関する情報提供

健診時、保育所、子育て支援センター等
で情報提供

施策・事業（取り組み）
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第２節 保育所・幼稚園等における取り組み 
（１）保育所（園）における取り組み 

現状と課題  

   市内には、平成１９年（２００７年）現在、認可保育所（園）は、公立が１０か所、

私立が４０か所（公設民営含む）あります。平成１７年（２００５年）３月には、０

～５歳児の一貫した教育・保育を行う幼保園が設けられています。 

保育所（園）では、保育室や遊戯室の身近なところに本が置かれています。特に乳

児に対しては、膝のうえで読み聞かせをしたり、保育士との１対１の温かいふれあい

や優しく語りかけるなど、子どもの情緒安定と信頼関係を深めるように努めています。 

   市立保育所（園）では、地域活動費の中で本を購入したり、読み聞かせや絵本に関

する講演会を実施しています。しかし、本を置くスペースも十分ではなく、子どもの

年齢に即した図書購入にまで至っていないのが現状です。また、ほぼ毎日の保育の中

で絵本の読み聞かせ等を行っており、地域の読み聞かせボランティアを積極的に受け

入れている所（園）もあります。 

民間の保育所（園）においては、所（園）の方針により、蔵書の規模も取り組み内

容もさまざまですが、どこの所（園）でも、何らかの読書活動に取り組んでいます。 

   保育所（園）では、子どもが 1 日の生活の大半を過ごすため、毎日の保育の中で、

本とのふれあいを大切にし、子どもにとって絵本やおはなしが生活の一部となるよう

な、保育士のきめ細かい働きかけが求められます。保育所（園）では、公立私立合同

で定期的に研修会を開き、情報交換をするなどして、保育士の資質向上に努めていま

す。 

  また、子どもたちは年齢に幅があるため、それぞれの発達段階に応じた本を十分に

揃え、本を置くスペースを確保するなど環境を整える必要があります。さらに、仕事

と子育ての両立の中で、時間的にゆとりのもちにくい保護者に、親子読書の楽しさや

大切さをどのように働きかけていくかが課題です。 

施策  

①子どもが本を身近に感じられる環境づくり    

子どもたちが絵本や物語を身近なものと感じられるように、限られたスペースの中

で、本の設置場所や配置・掲示方法などを工夫し、親しみやすい雰囲気になるよう努

めます。また、それぞれの年齢に応じた本の計画的な整備に努めます。 
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  ②絵本のある生活 

子どもの発達段階や季節、その時々の興味・関心に応じて、保育士による絵本の読

み聞かせ等を継続して行い、子どもたちに絵本やおはなしに触れる楽しさを伝え、子

どもにとって絵本やおはなしが生活の一部となるよう働きかけます。特に、昔から長

く読み継がれている本や昔話などを大切にします。 

  ③保育士の資質向上をめざす研修 

保育士が、子どもの発達段階や読書への興味・関心をふまえた図書や質のよい絵本

を選べるように、専門講師や読書指導員等による研修を積み重ねていきます。また、

保育所と幼稚園や小学校と合同で研修会を開催し、意見交換するなど知識を深め、そ

れぞれの子どもや保護者への働きかけに生かせるよう努めます。 

 

20 21 22 23 24

実施

本に親しみやすい環境の整備

年齢に応じた本の整備

保育士による読み聞かせの実施

幼稚園・小学校と合同の研修会の実施

読み聞かせや絵本に関する講演会の開催

施策・事業（取り組み）
目標年度

推進主体

子育て課
各保育所

継続

継続

継続

調査
検討

実施

調査
検討

 

（２）幼稚園における取り組み 

  

松江市立幼稚園に「絵本の部屋」または、それに類する子どもの本の置場があり、

子どもたちの興味や関心に応じて、本に触れ、身近に親しめる環境づくりに努めてい

ます。 

 蔵書の規模は、１，０００冊以上の園が８園、４９９冊以下（２５０冊が最小）が

５園と、園の規模も異なるため蔵書数に差があります。図書費は、毎年園児数などに

応じて配分されていますが、必ずしも十分とはいえません。特に子どもたちが何度も

読んだり、家に持ち帰ったりするので傷みも早く買い替え等も必要です。 

家庭には親子でいっしょに本に親しんでもらえるように、週に１回程度、本の貸出 

蔵書数 ～４９９冊 ～９９９冊 １０００冊以上 幼稚園の 

蔵書状況 園 数 ５ １３ 8 

現状と課題 
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を行っています。貸出や本の整理作業等については、保護者の協力を得ながら行って

いるところが半分以上あります。絵本の読み聞かせ等については、保護者や地域の方

による読み聞かせボランティアを積極的に受け入れている園もあります。今後は、毎

日の読み聞かせを通して、本を楽しみ豊かな心を育んでいくようなきめ細かな働きか

けが必要です。 

家庭では、子どもを抱っこするなどスキンシップをとりながら、親子でいっしょに

絵本に親しむこと（親子読書）の大切さを、繰り返し保護者に働きかけていく必要が

あります。 

施策  

①子どもが親しみやすい読書環境づくり       

子どもたちが絵本や物語を身近なものと感じられるように、また、親にも自由に本

に触れ関心をもってもらえるように、本の設置場所や配置、掲示などを工夫し、親し

みやすい雰囲気になるよう環境づくりや働きかけに努めます。 

  ②子どもの「聞く力」の育成      

子どもの発達段階に応じた本や季節・行事などに応じた本を配置し、常時子どもが

本に触れあえるよう図ります。また、教員による絵本の読み聞かせなども継続して行

い、子どもたちに絵本やおはなしに触れる楽しさを伝えます。特に、昔から長く読み

継がれている本や昔話などは、子どもたちにとってわかりやすく、豊かな感性を育て

るのに役立つとともに、聞くことで子どもたちに時間的感覚を育むことを大切にしま

す。 

  ③教職員の資質向上をめざす研修     

教職員には、子どもの発達段階や読書への興味・関心をふまえた質のよい本や絵本が

選べるように、専門講師や読書指導員等による研修に努めます。 

また、幼稚園と保育所や小学校と合同で研修会を開催し、意見交換するなど知識を深

め、それぞれの子どもや保護者への働きかけに生かせるよう努めます。 

  ④親に伝える読書活動の大切さ     

家庭への本の貸出を継続し、スキンシップをとりながら親子読書の楽しさや大切さ

を機会あるごとに親に伝えるとともに、親子読書に関する講演会や講座等の充実を図

ります。 

参観日等に、教員が子どもたちに読み聞かせをしている様子を見てもらうだけでな

く、親に教員が読み聞かせをし、聞く楽しさを体験してもらったり、保護者へ読み聞
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かせボランティアを募り、子どもたちに読み聞かせをすることにより、喜ぶ姿を実際

に見てもらったりすることでより関心をもってもらえるよう努めます。 

 

20 21 22 23 24

子育て課
各幼稚園

継続

拡充

調査
検討

実施

継続

継続

継続

調査
検討

実施

絵本の部屋等、本に触れる環境の充実

ボランティアや保護者による読み聞かせ
の実施

発達段階に応じた本の整備

保育所・小学校と合同の研修会の実施

家庭への本の貸出

親子読書に関する講演会や講座の充実

保護者の読み聞かせ体験の推進

施策・事業（取り組み）
目標年度

推進主体

 
（３）保護者への読書啓発活動 

現状と課題  

平成１８年度（２００６年度）の調査によると松江市では家庭での読み聞かせの記

憶がないという小・中学生が約２０％います。家庭によっては、読書のゆとりがない

とか、絵本や読み聞かせの大切さの認識や読書習慣には大きな差があるのが現実です。 

保育所（園）・幼稚園では、家庭でも本の楽しさを知ってもらえるように、週 1 回程

度本を貸し出したり、講演会等を実施するなど各所・園で独自に取り組んでいます。

また、読み聞かせの様子などをおたより等で広く伝えたり、子どもたちが気に入って

いる本を紹介するなど、保護者に関心を持ってもらえるよう働きかけをしています。 

親子によっては、初めての集団生活で、初めて絵本と出会う場合もあります。親の

ぬくもりを感じながら、本やおはなしの楽しさをたっぷり体験することは、親子の絆

を深め将来の読書習慣の基礎となることを伝えて、どの家庭においても親子読書が定

着するよう推進していく必要があります。 

施策  

 ①保護者が関心を抱ける啓発 

家庭への本の貸出を継続し、スキンシップをとりながら親子読書の楽しさや大切さ

を機会あるごとに保護者に伝えるとともに、講演会や講座等の充実を図ります。その

際には、保護者の実情を十分理解した上で、子どもを介して自然に無理なく取り組め
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るように配慮します。また、参観日や降園時などに、保育士が子どもたちへ読み聞か

せをしている様子を実際にみてもらい、子どもが楽しむ姿をみることで、保護者に関

心をもってもらえるよう努めます。 

保護者が気軽に本に触れ関心を持ってもらえるように、所・園内での本の設置場所

や配置・掲示方法などを工夫します。保護者向けの本のコーナーをつくったり、保護

者同士が、子育ての苦労や子どもが喜んだ本などについて自由に語りあえる場所や機

会の提供に努めます。 

  ②気軽に参加できる講演会・講座の充実 

家庭への本の貸出を継続し、スキンシップをとりながら親子読書の楽しさや大切さ

を機会あるごとに保護者に伝えるとともに、気軽に参加できる講演会や講座等の充実

を図ります。 

  ③在宅の子育て家庭支援 

在宅の子育て家庭にも気軽に来てもらえるように、定期的に所・園を開放し、機会

をとらえて、本の楽しさや読み聞かせの大切さを伝えていきます。 
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拡充

拡充

拡充

拡充保護者同士が語り合う場の提供

読み聞かせ等の様子の保護者へ情報提供

講演会や講座等の充実

在宅の子育て家庭への所・園の開放

施策・事業（取り組み）
目標年度

推進主体

子育て課
各保育所
各幼稚園

 

（４）読書活動ボランティアの取り組み 

現状と課題  

市立保育所の３所、市立幼稚園の１３園では、保護者や地域のボランティアによる、

絵本の読み聞かせやストーリーテリング＊などを積極的に受け入れています。なかには、

保護者同士や地域の方との読書の輪が広がり、子どもの本に関しての学習会を独自に

行っているところもあります。 

一方で、本の整理や魅力ある掲示など、日々の忙しさの中で、教員や保育士のみで 

 

＊ストーリーテリング：Ｐ９参照 
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は十分にできないところもありますので、高齢者をはじめ地域の方々に、気軽に来て

もらえるようなネットワークづくりが求められます。 

また、市立図書館からの配本活動や読み聞かせボランティアの派遣等を通じて、子

どもと本を結びつけるための情報提供や、保護者や地域の読書活動ボランティアを育

成することも必要です。 

  施策 

①保育所（園）ボランティアの充実と啓発 

絵本の読み聞かせやストーリーテリング＊、本の整理などに参加してもらえるボラン

ティアを募り、積極的に受け入れます。市立図書館等と連携し、読書活動ボランティ

アに対して、子どもと本を結びつけるための情報や学習の機会を提供し、さらに活動

が広がるよう努めます。 

 ②小・中学生との異年齢交流 

異年齢交流として、小学生・中学生が保育所（園）・幼稚園の子どもたちに読み聞か

せを行うなど、子どもが絵本等に触れる機会が多様になるように工夫します。 

  ③高齢者との世代間交流 

世代間交流活動のひとつとして、高齢者の方に、昔話や方言での語り、地域に伝わ

るおはなし、紙芝居、わらべうたなどを子どもたちに聞かせてもらえるような取り組

みの推進に努めます。 

  ④地域ネットワークづくりの促進 

保育所（園）・幼稚園で独自で受け入れているボランティアについて、例えば、同じ

地区の保育所（園）と幼稚園で読書活動ボランティアの交流をもつなど、さらに活動が

広がるよう、地域の中でのネットワークづくりを図ります。 
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目標年度
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ボランティアの受入

小中学生との読み聞かせ等による異年齢
交流

昔話や方言による語りなど高齢者との世
代間交流の推進

読書ボランティアの交流の促進

子育て課
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  ＊ストーリーテリング：Ｐ９参照 
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